
第668号（毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 材し 平成28年 10月 1 日土曜日

九
月
十
七
日
、
当
大
社
神
宝
館
に
て
『
宗
像
・
沖
ノ
島
大
国

宝
展
』
と
題
し
、
沖
ノ
島
出
土
の
国
宝
一
万
六
千
三
百
点
を
一

挙
に
展
示
し
た
特
別
展
が
開
幕
し
た
。
当
日
十
一
時
か
ら
の

開
会
式
に
は
、
ご
来
賓
の
福
岡
県
小
川
洋
知
事
や
宗
像
市
谷

井
博
美
市
長
、
主
催
の
R
K
B

毎
日
放
送
（
株
）
社
長
井
上
良

次
氏
を
始
め
、
後
援
・
協
賛
頂
い
た
各
団
体
よ
り
五
十
人
程
に

ぃ
]□い
t
t
い

]
-
T
]
7
0
-

カ
ッ
ト
を
行
い
盛
大
に
開

-
.
1

幕
し
た
。

本
特
別
展
は
、
創
立

六
十
五
周
年
記
念
を
迎

え
る
R
K
B

毎
日
放
送
の

特
別
事
業
と
し
て
企
画

さ
れ
、
昨
年
一
月
に
ユ
ネ

ス
コ
世
界
文
化
遺
産
の
国

内
候
補
地
と
し
て
決
定

―
―
ー
百
点
を
挙
公
開

烏
大
国
宝

-

開
製

天百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

□
叫
[
[
叫
＜

な
い
が
、
規
模
や
上
陸
コ
ー
ス
に
過
去
に
前

例
の
無
い
予
測
不
能
な
台
風
と
し
て
上
陸

し
て
く
る
の
が
今
年
の
特
徴
で
あ
る
。
特

に
台
風
十
号
は
観
測
史
上
初
め
て
太
平
洋
側

か
ら
東
北
地
方
直
接
上
陵
、
又
北
海
道
で
は

一
週
間
に3
つ
も
台
風
が
上
陸
す
る
な
ど
、

過
去
か
ら
は
予
測
で
き
な
い
発
生
に
、
改
め

て
自
然
の
驚
異
を
痛
感
し
た
。
こ
の
原
因
の

―
つ
に
海
水
温
の
上
昇
が
、
台
風
の
威
力

を
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
▼

現
在
地
球
の
海
面
水
温
の
上
昇
に
よ
り
、
台

風
の
風
速
は
過
去
三
十
七
年
間
で
十
五
％

ァ
ッ
プ
し
た
と
の
研
究
結
果
も
で
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
海
水
温
が
上
昇
す
れ
ば
、
そ
れ

に
伴
い
台
風
の
勢
力
も
増
大
し
、
各
地
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
す
で
に
台
湾
で
は
風
速
八
0
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
台
風
」
が
上
陸
し
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
▼
霙
か
な

恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
自
然
で
あ
る
が
、
時

に
は
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
実
を
突
き
っ

け
ら
れ
る
、
こ
れ
も
自
然
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
我
々
の
先
人
達
は
自
然
に
対
し
畏
敬
・

感
謝
の
念
を
も
ち
、
敬
虔
な
祈
り
を
捧
げ
て

き
た
。
人
類
が
自
然
を
統
治
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
改
め
て
祈
り
を
捧
げ
、
自
然
の

お
陰
で
生
か
さ
れ
て
い
る
事
を
人
類
が
認

識
す
れ
ば
、
自
ず
と
進
む
べ
き
道
は
見
え
て

く
る
に
違
い
な
い
。
（
中
）

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 



第668号（毎月 1 日発行）
99999999’’’’‘‘A→→」 9●●-「.●● ..  

平成28年 10月 1 日土曜日 2 
-' ’•~ L~ •°fヱや更ーマ・ ベ｀｀』↓‘‘―`—こ↓· 9̂ 9 U 、 .,,.a”？ご~；屯壽‘[ ~ 9U 』· 『 ー”‘[、 『· ·員~ J-U ツ9,

し
た
『
神
宿
る
島
』
宗
像
・
沖
―
一
同
に
展
示
。
丁
た
、
一
点
、
一
点
に
模
ら
れ
た

ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
価
値
一
本
邦
初
公
開
を
含
め
、
沖
二
文
様
を
、
そ
の
美
し
さ
や
技

と
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方
々
丁
ノ
島
で
の
国
家
祭
祀
を
象
徴
二
術
力
の
高
さ
を
感
じ
て
頂
け

に
伝
え
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
。
二

9

る
銅
鏡
四
十
五
面
や
、
奈
一
る
よ
う
に
、
照
明
に
よ
る
ラ
イ

【
本
展
示
会
の
見
所
】
一
良
三
彩
十
一
点
、
金
銅
製
雲
一
テ
ィ
ン
グ
、
ゆ
っ
た
り
と
落
ち

約
八
万
点
の
国
宝
の
中
か
」
珠
二
十
五
点
な
ど
を
一
挙
に
一
着
き
の
あ
る
展
示
空
間
づ
く

ら
選
り
す
ぐ
っ
た
一
万
六
千
こ
展
示
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
：
り
の
手
法
を
駆
使
し
、
ま
る
で

三
百
点
を
全
館
（
一
ー
三
階
）
で
こ
無
い
数
を
展
示
し
て
い
る
。
ま
こ
美
術
品
を
見
て
い
る
よ
う
な

r

！
空
間
に
な
っ
て
い
る
。

千
数
百
年
の
時
を
経

て
発
掘
さ
れ
た
国
宝
に

ｷ
 

秘
め
ら
れ
た
先
人
た
ち

の
技
術
の
粋
と
造
形
美

を
ご
覧
頂
き
な
が
ら
、

古
の
時
代
か
ら
続
く
文

化
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば

と
存
じ
ま
す
。

RKB毎日放送創立65周年記念

条属•池ノ島 婁全
〖

潟
〖

大
〖

群産遺連関島中像宗島る宿車
2016年

9月17日［土J -11月28 日［月］
開館時間 9:00~17:00

（入場は 16:30まで）

宗像大社刊Ii雑官

■ 一般 1,200円 (1,000円）

■ 高・大生 800円 (600円）

■ 小・中生 600円 (400円）

20人以上の団体、満65歳以上（シルバー手帳等
の年齢を証明できるものを提示）は割引料金。
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沖
津
宮
神
迎
え
神
事

丁
丸
に
神
職
と
沖
・
中
両
宮
こ
追
を
下
り
御
座
船
に
一

奉
賛
会
会
長
沖
西
敏
明
氏
奉
安
し
、
沖
ノ
島
を
―
―
―

一
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
、
：
後
に
し
た
。
乙

応

九
月
七
日
秋
季
大
祭
に
先
ニ
卜
神
職
四
名
が
大
島
へ
渡
り
、
午
：
ま
た
沖
・
中
両
宮
翼
賛
会
一
午
後
一
時
、
島
民
一

立
ち
、
沖
津
宮
の
御
神
璽
を
：
後
五
時
か
ら
中
津
宮
に
て
渡
航
：
会
員
の
総
勢
二
十
三
名
が
」
が
迎
え
る
な
か
大
島
ノ

中
津
宮
に
お
迎
え
す
る
沖
津
二
女
全
祈
願
祭
を
斎
行
し
、
参
籠
。
二
乗
船
し
大
島
を
出
港
。
好
こ
垢
到
着
。
駐
在
の
先
鬱
ヽ

5
,え

宮
神
迎
え
神
事
が
斎
行
さ
れ
二
翌
日
、
午
前
七
時
「
国
家
鎮
護
」
二
大
の
な
か
海
上
を
進
み
、
」
導
に
よ
り
中
津
宮
ま

た
。
丁
こ
書
か
れ
た
大
織
、
両
側
に
紅
」
同
八
時
過
ぎ
に
沖
ノ
島
へ
二

c

陸
上
神
幸
。
同
一

神
事
前
日
、
葦
津
宮
司
以
こ
目
の
「
御
長
手
」
と
呼
ば
れ
る
吹
二
到
着
し
た

0

l時
半
入
御
祭
が
斎

き
流
し
、
船
―
到
着
後
、
直
ち
に
海
中
二
付
さ
れ
、
滞
り
な
く

首
に
波
切
こ
』
て
楔
を
行
い
、
沖
津
宮
」
御
神
璽
が
中
津
宮
へ

御
幣
を
た
丁
本
殿
に
て
出
御
祭
を
斎

□
納
め
ら
れ
、
十
月
一

て
た
御
座
二
付
。
御
神
璽
を
奉
持
し
先
二
目
を
待
つ
ば
か
り
と

船
の
福
寿
」
導
が
祓
い
を
し
な
が
ら
参
丁
な
っ
た
。時

満
ち
て
道
ひ
ら
く
址
之
晶
凸
口
日
、
マ
i
@

第
二
駐
車
場
ト
イ
レ
竣
工

近
年
の
参
拝
者
増
加
に
伴
い
、

受
け
入
れ
に
万
全
を
期
す
た
め
、

第
2

駐
車
場
に
ト
イ
レ
を
新
築

し
た
。

七
月
下
旬
に
着
工
、
九
月

十
六
日
に
無
事
竣
工
し
た
。
従
前

の
も
の
に
比
べ
、
便
器
数
も
増
加
、

現
在
求
め
ら
れ
る
多
目
的
ト
イ

レ
も
男
女
共
に
設
け
て
い
る
。
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秋
季
大
祭
警
備
打
合
会
開
催

九
月
一
日
清
明
殿
に
て
、
こ
迪
規
制
な
ど
関
係
各
所
と
の

秋
季
大
祭
期
間
に
お
け
る
警
二
中
し
合
わ
せ
事
項
等
を
話
し

備
体
制
の
打
ち
合
わ
せ
会
が
：
合
っ
た
。

開
催
さ
れ
た
。
一
今
年
は
、
世
界
遺
産
の
国

こ
の
打
ち
合
わ
せ
会
は
、
こ
臼
候
補
決
定
ま
た
大
国
宝
展

多
数
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
で
：
も
開
催
中
で
あ
り
、
参
拝
者

あ
ろ
う
十
月
一
日
よ
り
三
日
一
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま

ま
で
の
秋
季
大
祭
に
向
け
、
i
れ
る
。
昨
年
の
反
省
事
項
を

受
け
入
れ
体
制
の
確
認
、
交
]
確
認
し
な
が
ら
会
議
は
進
め

ら
れ
た
。
と
く
に
み

あ
れ
祭
に
は
多
く
の

見
学
者
が
神
湊
に
来

ら
れ
る
の
で
周
辺
の

交
通
整
理
や
、
危
険

箇
所
へ
の
立
ち
入
り

禁
止
の
徹
底
な
ど

神
社
と
ご
協
力
い
た

だ
く
官
公
庁
、
団
体

と
蜜
に
連
携
を
と
り

対
応
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
会
議
は

終
了
し
た
。

宗
像
大
社
海
洋
神
事
奉
賛
会
打
合
会

九
月
三
日
、
斎
館
に
て
中
：
る
神
事
を
中
心
に
奉
仕
頂
い

村
忠
彦
会
長
以
下
宗
像
七
浦
二
J
い
る
。
本
年
も
沖
津
宮
神

の
漁
協
関
係
者
十
一
名
出
席
こ
迎
神
事
の
日
程
、
「
み
あ
れ

の
下
、
開
催
さ
れ
た
。
一
祭
」
の
御
座
船
、
そ
の
他
の
奉

同
会
は
宗
像
七
浦
の
漁
協
：
仕
船
、
船
団
編
成
な
ど
を
中

関
係
者
・
水
難
救
済
会
に
よ
っ
一
心
に
審
議
が
行
わ
れ
そ
の
後
、

て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
み
あ
二
米
年
に
控
え
る
「
豊
か
な
海

れ
祭
の
他
、
宮
中
へ
の
若
布
献
一
づ
く
り
大
会
」
に
つ
い
て
、
プ

上
等
、
当
大
社
の
海
に
関
わ

□
レ
大
会
が
十
月
二
十
九
日
に

ク
一
予
定
さ
れ
本
大
会
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
こ
れ
か
ら
詰
め

ら
れ
て
行
く
段
階
で
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ

～
た
。み

あ
れ
祭
へ
む
け
、

大
社
と
同
会
が
一
丸
と

な
り
進
め
て
い
き
、
今

年
も
多
く
の
船
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
勇
壮
な

海
上
絵
巻
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

秋
季
大
祭
に
向
け
、
各
奉
仕
団
体
と
の
協
議
行
わ
れ
る

乙
藤

義
孝

田
中
正
人
・
久
子

-
'
 

1
0
0
 0
0
0
円

福
岡
市
杷
野
光
貴
昭
子

三
0
、

0
0
0
円

北
九
州
市

1
0、
0
0
0
円

飯
塚
市

福
岡
市

熊
本
市

小
野
市

小
田
原
市

五
、0
0
0
円

豊
能
郡

福
岡
市

福
岡
市

福
岡
市

福
岡
市

姫
路
市

行
方
市

千
葉
市

吹
田
市

小
平
市

葛
飾
区

大
野
城
市

伊
勢
市

安
芸
郡

三
、0
0
0
円

さ
い
た
ま
市

二
、0
0
0
円

豊
能
郡

山
鹿
市

町
田
市

枚
方
市

長
浜
市

中
津
市

中
津
市

仙
台
市

大
阪
市

井
手
口
博
登

松
本
五
月

石
井
純
代

松
清
英
行

平
石
綾
子

阿
部
祐
子

阿
部
綾
香

水
谷
晶
子

岡
田
和
昭

＇
畠
員
國

1
0、
0
0
0
円

福
津
市

菊
池

紳

竹富佐倉三嶺今橋平青天橋川井
岡岡藤富谷 関本岡木野本上手

ゆ 比か口
誠宏か果嘉 哲登お龍憲博
一幸り真愛真朗茂人美る空ー登

草
場
天
子

青
木
慎

高
井
良
貴
美
子

石
原
順
男

明
治
理
子
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宗
像
市
中
学
生
職
場
体
験
事
業

市
内
の
中
学
生
が
巫
女
を
体
験

九
月
十
二
日
ー
十
六
日
の
：
り
組
み
で
あ
る
。

五
日
間
、
中
央
中
二
名
、
河
一
期
間
中
、
主
に
神
社
の
顔

東
中
二
名
の
四
名
が
当
社
に
二
c

あ
る
授
与
所
で
の
社
頭
奉

て
職
場
体
験
学
習
を
行
っ
た
。
：
仕
を
体
験
。
袴
姿
で
巫
女
の

職
場
体
験
学
習
は
市
内
七
」
指
導
を
受
け
な
が
ら
参
拝
者

校
の
中
学
校
二
年
生
全
ー
j
.
.
]
に
対
し
て

A
7
.
 

9i
i
さ

員
を
市
内
の
事
業
所
に
▼

a
]で
，
ア
ょ
｀
御
守
り
等

ふ

ょ
で

振
り
分
け
、
社
会
体
験
令
台
一
ー
の
授
与
を

令
●
｀
―

を
行
う
こ
と
で
社
会
に
令
傘
“
勺
i
．
行
っ
た
。
最

お
け
る
自
主
性
、
協
調
魯
令
召
奇
終
日
に
は
、

ふ
マ
で

性
、
責
任
感
を
学
ぶ
取
．
母
舎
も
J
’
-
T
i
体
験
期
間

4

『
口
[

ど
に
つ
い
て
意
見
が

交
換
さ
れ
た
。

こ
の
体
験
学
習
に

お
い
て
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
人
と
し
て
役

に
立
つ
事
が
―
つ
で

も
得
ら
れ
た
な
ら
今

回
の
研
修
の
意
義
が

あ
っ
た
と
思
う
。
こ

れ
か
ら
の
活
躍
を
心

よ
り
期
待
し
た
い
。

二
土
堂
と
外
海
の
出
津
集
落
・

主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
：
」
の
一
部
で
あ
る
大
浦
天

研
修
旅
行
一
大
野
集
落
を
見
学
し
地
元
に

主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
」
笠
石
を
載
せ
た
ま
ま
奇
跡
的
こ
根
付
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰

研
修
旅
行
が
花
田
会
長
以
下
こ
に
残
っ
て
い
る
。
又
境
内
の
大
一
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

会
員
六
名
参
加
の
も
と
、
九
こ
楠
は
爆
風
の
影
響
に
よ
り
一
一
今
回
の
研
修
で
は
形
は
違

月
十
一
日
か
ら
一
泊
二
日
で
こ
時
は
枯
れ
木
同
然
に
な
っ
た
一
え
ど
も
、
伝
承
す
る
舞
と
続

開
催
さ
れ
、
長
崎
県
長
崎
市
：
が
、
生
残
り
樹
勢
を
盛
り
返
こ
り
ら
れ
て
来
た
信
仰
を
目
の

へ
向
か
っ
た
。
：
し
た
樹
で
あ
る
、
内
部
に
は
：
当
た
り
に
し
、
自
分
た
ち
も

先
ず
は
長
崎
市
に
鎮
座
す
一
飛
ば
さ
れ
た
瓦
礫
が
め
り
込
こ
伝
統
を
継
承
す
る
事
を
意
識

る
山
王
神
社
へ
参
拝
し
た
。
：
み
空
洞
が
で
き
て
お
り
、
原
二

c
き
た
有
意
義
な
研
修
と
な
っ

山
王
神
社
は
大
東
亜
戦
争
の
」
爆
の
凄
ま
じ
さ
を
今
に
伝
え
丁
た
。

原
爆
の
影
響
が
色
濃
く
残
る
二
J
い
た
。
ま
た
、
諏
訪
神
社

神
社
で
あ
り
、
参
道
の
鳥
居
：
も
参
拝
し
、
境
内
で
は
例
祭

は
原
爆
爆
心
地
か
ら
は
南
東
二
り
長
崎
く
ん
ち
の
際
に
氏
子

約
8
0
0
m

の
所
に
あ
り
、
：
地
区
よ
り
奉
納
さ
れ
る
太
鼓

高
温
の
熱
線
で
上
部
は
黒
く
丁
山
と
龍
踊
の
温
習
が
行
わ
れ

焼
け
、
爆
風
で
左
半
分
は
倒
二
し
お
り
、
地
区
に
て
伝
承
さ

壊
し
た
が
、
右
半
分
だ
け
は
丁
れ
る
舞
を
見
学
で
き
た
の
は
、

保
存
会
会
員
と
し

て
も
良
い
研
修
の

機
会
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
長
崎
県
で

世
界
遺
産
を
目

指
す
「
長
崎
と
天

草
地
方
の
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
関
連
遺

ー西日本菊花大会のご案内
毎年、 1 1 月 1 日から開催される菊花展。九州各県、山口の菊花愛

好家から出品された様々な菊の花約3000鉢が境内に展示され、西
日本一の規模を誇ります。 - ~...... ... “'......ー-

◆会期平成28年
1 1 月 1 日（火）～ 22 日（火）
終日

宗像大社境内
無料

◆時間
◆会場
◆拝観料
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「
宗
像
国
際
環
境
1
0
0

く
人
会
議2
0
1
6

」
開
催
こ
と
で
漁
業
資

源
の
回
復
や
藻

場
の
再
生
を
試

八
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
二
文
化
人
、
地
元
の
学
生
ら
が
：
会
を
組
織
。
産
学
官
連
携
に
：
み
る
な
ど
実
践

日
に
か
け
て
、
地
球
環
境
保
；
集
い
、
共
に
地
球
環
境
問
題
：
よ
り
企
画
を
行
い
、
「
海
の
鎮
；
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

全
と
次
世
代
を
担
う
人
材
の
こ
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
す
も
二
寸
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
上
海
か
一
を
実
施
し
た
。

育
成
を
目
的
と
し
た
「
宗
像
二
り
で
、
一
昨
年
か
ら
開
催
さ
：
ら
の
警
告
・
未
来
は
過
去
か
一
最
終
日
は
公

国
際
環
境

l
o
0

人
会
議
丁
れ
て
い
る
。
：
ら
学
ぶ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
」
開
型
シ
ン
ポ
ジ
ウ

2
0
1
6

」
が
宗
像
市
で
開
催
一
三
回
目
と
な
る
本
年
は
、
こ
た
。
丁
ム
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
、
国
：
当
社
を
は
じ
め
、
宗
像
市
、
一
初
日
は
、
「
海
」
に
加
え
、
：
し
、
多
く
の
市
民

内
外
で
活
躍
す
る
研
究
者
や
ご
漁
協
、
観
光
協
会
、
環
境
団
こ
海
と
つ
な
が
る
「
森
」
、
「
里
」
、
口
か
見
守
る
な
か
、

体
な
ど
地
元
二
川
」
に
も
目
を
向
け
、
そ
れ□
地
元
の
取
組
み

団
体
の
ほ
か
、
二
て
れ
の
現
場
で
実
際
に
環
境
二
り
紹
介
、
専
門

民
間
企
業
、
二
床
全
に
取
り
組
む
企
業
、
団
二
琢
ら
に
よ
る
パ
ネ

教
育
機
関
等
：
体
、
専
門
家
に
よ
る
事
例
発

□
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

で
実
行
委
員
」
表
を
行
っ
た
。
丁
ン
ョ
ン
の
後
、
本

社
二
日
目
は
、
一
会
議
の
議
論
を

宗
像
の
海
を
二
取
り
ま
と
め
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ニ
宗
像
の
森
里
川

に
、
海
岸
に
漂
鳳
か
ら
世
界
へ

□い□
J
i
u
ロ
い
い
い
い
直
―
-

た
竹
林
を
伐
こ
充
表
し
、
三
日
間
の
会
議
を
[
哭
機
と
し
て
ヽ
我
々
人
類
が

採
し
、
そ
の
竹
」
終
え
た
。
こ
抱
え
る
地
球
環
境
問
題
を
解

を
使
っ
て
漁
礁
]
本
会
議
は
、
宗
像
の
豊
か
こ
決
す
る
糸
口
を
見
つ
け
る
契

を
作
り
、
実
際
一
な
自
然
、
価
値
あ
る
歴
史
二
機
と
す
べ
く
、
今
後
も
継
続

に
海
に
沈
め
る
こ
又
化
の
次
世
代
へ
の
継
承
を

I開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
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宗像の森）Il 里海から世界へ 2016宗像宣言

宗像の島や渚を洗う対馬暖流。はるか赤道近くからこの地宗像に流れてくる水は、沿岸の

自然条件や人々の暮らしの影響を受けながら、はるばるこの地にやってきます。

宗像では、ぐるりとあたりを見回すと、緑の山々の頂きが見えます。この分水嶺からの水は

泉として湧き出て、釣川の流れへと集まり、人々の生活を支えてきました。そして、その水は

玄界灘に注がれて、対馬暖流と出会い、海の恵みも育んできました。

この宗像は、実に住みやすく、自然の恵みを享受しやすい地なのです。

古来より守られてきた聖地、沖ノ島は玄界灘沿岸の生物多様性が凝縮され、今に保たれて

います。対馬海流は、いくつもの海峡を経て太平洋に出て、世界につながっています。しかし

宗像に恵みをもたらしてくれた壮大な水の循環が、陸から出たゴミを運んで拡散させることに

なるなど、想像できたでしょうか。

私たちは、島や渚のフィールドワークを通じて、私たちを育んできた海が、実に身近なところ

からでも、危機に陥っていることがわかりました。海からの警鐘に耳を傾け、未来を考えてい

くため、次のことを宣言します。

1 、温暖化と磯焼けについて

宗像における温暖化は著しく、今年の夏の海水温度は30度にまで上昇、海水は温泉のよう

になり、海草藻や魚介類も減少する磯焼けが起き、魚種も変わりつつあります。そのため藻場

の再生は早急の課題であり、解決すべき問題です。

宗像では民間レベルで藻場再生のための漁礁づくりを『海の鎮守の森構想』と名付け、取り

組んでいますが、これからはこのような活動が国内外においても広がっていくことを強く望ん

でいます。

2、海のゴミ問題について

海外と海とつながっている宗像は、近年では隣国からも大量の漂着ゴミが押し寄せ、大勢の

ボランティアによる海辺のゴミ清掃が執り行われています。さらに今日ではプラスチックゴミが

マイクロプラスチックとなり、魚がそれを食べはじめ、人体への影響も心配されています。ゴミ

問題はそもそも捨てなければ解決されることです。そのため海辺の活動を通じて、ゴミの不当

投棄問題を国際世論に訴えていきます。

地球の七割を占める海の急激な環境の変化は、近年の異常気象に大きく影響していると考

えられます。そのため海の生態系を取り戻すことは極めて重要であり、早急に取り組むべき問

題です。海には国境がないため国際的な連携が求められます。しかし私たちは、先ずは足元

の宗像の海を再生することによって、これを国際活動の一助に繋げていきます。

平成28年8月 21 日

宗像国際環境会議参加者一同
、 ノ‘
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一
宗
像
市
自
由
ヶ
丘
萩
原
勉

直
に
咲
く
鹿
の
子
百
合
活
け
褐
色
の
花
粉
ま
み
れ
の
雄
蕊
切
り
取
る

一
時
間
の
経
過
の
順
に
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
三
句
か
ら
詠
み
始

二
め
〈
褐
色
の
花
粉
ま
み
れ
の
雄
蕊
切
る
庭
に
咲
き
た
る
鹿
の
子

一
百
合
活
け
〉
と
し
て
も
い
い
。

宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
]
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

針
山
は
ピ
ッ
タ
リ
コ
ン
ネ
と
底
箱
に
二
人
静
の
蓋
を
し
収
む
盃
区
の
蝉
網
戸
に
と
ま
り
動
か
ざ
り
し
ろ
き
腹
部
を
お
ぼ
ろ
に
み
せ
て

ピ
ッ
タ
リ
コ
ン
が
面
白
い
が
、
二
人
静
が
よ
り
魅
力
的
な
の
i
網
戸
に
留
ま
る
蝉
の
描
写
が
丁
寧
で
良
い
。
蝉
の
残
り
少
な
い

で
〈
針
山
を
底
箱
に
収
め
蓋
を
す
る
二
人
静
の
花
の
絵
の
蓋
ご
命
を
惜
し
む
作
者
だ
ろ
う
。

[
宮
若
市
水
原
吉
崎
美
沙
子

[
と
し
て
み
た
。

よ
山
道
の
丸
太
木
橋
の
苔
危
う
し
ま
ず
杖
を
出
し
汝
の
顔
を
見
る

ニ
苔
で
滑
り
そ
う
な
橋
で
慎
重
に
確
か
め
て
い
る
作
者
。
連
れ

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
~

~
と
顔
を
見
合
わ
せ
て
い
る
の
か
。
連
れ
が
夫
君
な
ら
〈
君
〉
に
。

魁
夷
か
ら
サ
イ
ン
を
受
け
し
本
を
持
ち
絵
と
再
会
に
博
物
館
へ
i

東
山
魁
夷
の
展
覧
会
を
九
博
に
見
に
行
く
作
者
の
浮
き
浮
き
i

．
し
た
気
分
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
三
旬
以
下
〈
画
集
持
ち
そ
の
絵
一
宮
若
市
宮
田
本
田
エ
リ
ナ

一
に
会
い
に
九
博
へ
行
く
〉
に
゜
佃
び
き
っ
た
枝
兌
に
咲
く
サ
ル
ス
ベ
リ
隣
家
の
墓
に
花
び
ら
散
ら
す

一
美
し
い
景
、
百
日
紅
の
散
り
方
は
雪
に
似
て
風
情
が
あ
る
。
そ

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
]
の
木
は
自
家
の
墓
地
か
ら
枝
を
伸
ば
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

~
福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

朝
ご
と
に
わ
れ
を
映
し
て
在
り
し
鏡
戦
後
七
十
年
を
生
き
し
証
ぞ
[

而
四
年
ご
の
東
京
五
輪
も
見
た
く
な
り
夕
鮪
の
肉
を
多
目
に
食
す

七
十
年
使
う
鏡
を
見
る
た
び
に
過
去
を
思
う
作
者
。
充
実
し
た
~

~
健
康
に
気
を
つ
け
る
作
者
ら
し
い
楽
し
い
歌
。
年
を
と
っ
た

生
を
送
っ
て
来
た
作
者
な
ら
で
は
だ
。
少
し
抑
え
て
三
句
〈
鏡
一

二
ら
肉
を
多
め
に
と
い
う
の
が
、
最
近
の
長
生
き
の
秘
訣
ら
し
い
。

在
り
〉
結
句
〈
生
き
た
る
証
〉
に
。

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
一
、
選
者
詠

し
ら
ぬ
ひ
の
筑
紫
の
し
ま
の
せ
せ
ら
ぎ
を
天
の
川
と
ぞ
島
び
と
は
稀
ぶ
石
口
帰
り
の
ひ
と
り
旅
す
る
自
在
感
秋
日
さ
す
町
汗
か
き
歩
く

中
津
宮
の
天
の
川
。
島
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
よ
う
な
歌
。
ら
ぬ
ば
た
ま
の
黒
豚
も
み
ぢ
ば
の
赤
牛
の
い
づ
れ
選
ら
ば
む
駅
弁
に
ま
よ
ふ

L
二
句
を
〈
筑
紫
大
島
の
〉
と
島
の
名
を
入
れ
て
は
。
[

宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三
~

手
づ
く
ね
の
夫
婦
茶
碗
の
ケ
ン
カ
跡
金
継
ぎ
の
サ
ビ
手
づ
く
り
の
わ
び
一

割
っ
た
後
を
金
継
し
た
自
作
の
茶
碗
。
四
旬
と
結
句
の
韻
を
揃
，

え
て
あ
る
が
、
三
、
四
句
に
助
詞
が
な
く
切
れ
た
感
じ
な
の
で
i

四
句
を
〈
金
継
ぎ
せ
る
は
〉
と
。
~

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

俳
句品

宗
像
市
多
證
早
川

草
矢
疾
く
指
傷
跡
の
野
路
果
つ
る

祥

I

□
[い
渭
[

社
関
係
者
の
野
球
大
会
が
あ
り
、
当
社
も

太
宰
府
天
満
宮
と
の
合
同
の
チ
ー
ム
で
出

場
し
て
き
ま
し
た
▼
昨
年
と
同
じ
く
二
回

戦
か
ら
の
出
場
と
な
り
、
そ
の
試
合
は
引
き

分
け
。
な
ん
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
着
を
つ
け

る
事
と
な
り
ま
し
た
て
番
最
初
に
順
番

が
…
…
こ
こ
ま
で
緊
張
す
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン

は
人
生
で
初
め
て
で
し
た
。
成
績
は
当
チ
ー

ム
ま
さ
か
の
五
連
勝
で
し
た
。
私
も
運
良

く
勝
て
て
ホ
ッ
と
し
た
の
で
す
が
、
ジ
ャ
ン

ケ
ン
で
こ
こ
ま
で
本
気
に
な
れ
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
▼
ち
な
み
に
結
果
は
準
優

勝
で
終
わ
り
ま
し
た
。
来
年
は
福
岡
で
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
皆
様

の
受
け
入
れ
に
も
力
を
注
ぎ
運
で
は
な
く

実
力
で
級
勝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
黒
）

発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

住
所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三

l
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
・
鈴
木
・
黒
神

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

1~3日秋季大祭
............................................. 

つきなみ

15日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭

午前 11 時～
総社祭、豊栄舞奉奏
........................................................... 

17日表千家献茶祭午前11 時～
.......................................................... 

［大島・中津宮】 15 日沖・中両宮秋季大祭
午前9時～ 沖津宮大祭
午前 11 時～中津宮大祭

................................... 




